





































































































1 洞察力の必要性 2 利用者と家族の関係 3 専門職の関わる意味
4 援助の枠組みの変更を柔軟に行う 5 利用者のエンパワメント
6 サービスの過程に利用者参加を 7 施設のサービスは効果を求める
































































































６．お わ り に
本稿では施設ソーシャルワーク（レジデンシャル・ソーシャルワーク）について検討した。
しかし，その担い手であるレジデンシャル・ソーシャルワーカー，社会福祉士については，検
討することができなかった。ソーシャルワークは理論と実践の学問であるため，今後は担い手
であるソーシャルワーカーについても検討が必要である。さらに，分野別・領域別のレジデン
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シャル・ソーシャルワークのあり方についても検討する必要がある。
引用・参考文献
Clough.R.（2000）ThePracticeofResidentialWork,MACMILANPRESS（＝2002，杉
本敏夫訳『これからの施設福祉を考える』久美出版）
C.PaulBrearley（1990）WorkinginResidentialHomesforElderlyPeople（＝1996，杉本
敏夫訳『高齢者の施設ケアを考える』西日本法規出版）
深谷美枝（1992）「レジデンシャルワーカーへのサポート－そのニーズと実践的枠組みについ
て」『日本社会事業大学研究紀要38』，149-160
深谷美枝（1999）「『施設実践のリアリティ』を描く－質的分析によるレジデンシャルワーク
研究の可能性」『立正大学社会福祉研究所年報1』，111-119
福富昌城（2007）「施設ソーシャルワーク」仲村優一・一番ケ瀬康子・右田紀久恵監修『エン
サイクロペディア社会福祉学』中央法規出版，710-711
伊藤嘉余子（2007）「施設養護におけるレジデンシャルワークの再考－児童養護施設に焦点を
あてて－」『埼玉大学紀要 教育学部』56（1），83-94
口村 淳（2013）『高齢者ショートステイにおけるレジデンシャル・ソーシャルワーク－生活
相談員の業務実態と援助内容の分析』法律文化社
川上富雄（2008）「第3章第1節 相談援助実習プログラムの考え方」社団法人日本社会福祉
士会編『社会福祉士実習指導者テキスト』中央法規出版，140-159
中村 剛（2010）「社会福祉施設におけるソーシャルワークの理論的枠組みと実践－ジェネラ
リスト・ソーシャルワークを基盤とした理論的枠組みと実践」関西福祉大学『社会福祉学部
研究紀要』Vol.14-1，79-86
中野いずみ（2016）「養護老人ホームにおけるレジデンシャル・ソーシャルワークの目的と機
能」『日本女子大学社会福祉学会誌「社会福祉 第57号」』，133-145
小笠原裕次（1993）「社会福祉方法論の1つの検討－レジデンシャル・ワークの試み」『社会福
祉研究』50
白澤政和（2009）『新・社会福祉士養成講座7 相談援助の理論と方法Ⅰ』中央法規出版，22-
23
坪山 孝（2008）「利用者のニーズとサービス管理－高齢者介護施設を素材として－」『社会福
祉施設運営（経営）論』全国社会福祉協議会，101-112
矢野明宏（2018）「社会福祉施設従事者の支援の質の向上に関する一考察：A養護老人ホーム
におけるグループインタビューの内容から」『武蔵野大学人間科学研究所年報第7号』，59-
65
米本秀仁（2012）「生活型福祉施設のソーシャルワークのゆくえと展望」『ソーシャルワーク研
究』38（2），80-90
165
米本秀仁（2014）「第1章第4節 フィールド・ソーシャルワークとレジデンシャル・ソーシャ
ルワークの理解」社団法人日本社会福祉士会編『社会福祉士実習指導者テキスト 第2版』
中央法規出版，37-39
吉田：施設ソーシャルワークに関する一考察166
